
医療計画作成指針等について
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資料１

都道府県医療計画作成に係る指針等

① 『医療提供体制の確保に関する基本方針』
※平成19年厚生労働省告示第70号

② 『医療計画作成指針』
※令和５年３月31日付医政発0331第16号「医療計画について」別紙

③ 『疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制構築に係る指針』
※令和５年３月31日付医政地発0331第14号「疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制に

ついて」別紙

④ 『医療計画と各計画との一体的策定について』
※令和５年３月31日付け事務連絡
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指針等の主なポイント①

• 計画期間は６年間。

• 一般の入院医療を提供するための一体の区域として二次医療圏を設定する。

• 療養病床及び一般病床に係る基準病床数は、二次医療圏ごとに算定する。

• 精神病床、結核病床及び感染症病床に係る基準病床数は、都道府県の区域ご
とに算定する。

• 効率的で質の高い医療提供体制を地域ごとに構築するため、政策循環
（PDCAサイクル等）の仕組みを強化する。

• 実効性ある施策の検討及び評価のため、ロジックモデル等のツールの活用を
検討する。

• 政策的に関連の深い他の計画に、医療計画に記載するべき事項と同様の内容
が記載されている場合、医療計画上で、それらの計画の対応する箇所を明示
することで、具体的な記載に代替できる。

• 都道府県介護保険事業支援計画・市町村介護保険事業計画との整合性を確保
する。

• 医療計画の内容について分かりやすく公表・周知する。
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指針等の主なポイント②

（計画の策定）

• ストラクチャー・プロセス・アウトカムに分類した指標により、住民の健康
状態、医療提供体制の経年的な比較、指標間相互の関係性などを明らかにす
る。

• 疾病・事業ごとの協議する場（作業部会）を設置して協議する。

• 必要に応じて、圏域ごとに具体的な連携等について協議する場（圏域連携会
議）を設置する。

• 原則として、各医療機能を担う医療機関等の名称を記載する。

（計画の推進）

• 計画の実効性を上げるため、具体的な数値目標の設定と評価を行い、その評
価結果に基づき、計画の内容を見直す。

• 各疾病・事業について、数値目標の年次推移や施策の進捗状況の把握、評価
を定期的に実施し、目標に対する進捗状況が不十分な場合、その原因を分析
し、必要に応じて施策の見直しを図る。

• 作業部会、圏域連携会議又は地域医療構想調整会議において、情報共有及び
連携推進を行う。

• 施策の目標、推進体制、推進方策、評価・見直し方法等を明らかにする。
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（参考）ロジックモデルについて
• ロジックモデルとは、施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論

理的な関係を体系的に図式化したもの。

• 施策と目標の関係性を明確にし、施策の効果を住民の健康状態や患者の
状態といった成果から評価・分析することにより、目標達成に向けた
PDCAサイクルを強化するためのもの。
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（参考）用語の定義

• アウトプット（結果）

… 施策や事業を実施して、実施主体側に生じたこと

• アウトカム（成果）

… 施策や事業が、働きかけた対象にもたらした変化

• インパクト（影響）

… アウトプットがアウトカムに及ぼした影響

• アウトカム指標
… 住民の健康状態や患者の状態を測る指標

• プロセス指標
… 実際にサービスを提供する主体の活動や、他機関との連携体制を測る指標

• ストラクチャー指標
… 医療サービスを提供する物的資源、人的資源及び組織体制、外部環境並び

に対象となる母集団を測る指標
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（参考）評価指標の考え方

• 具体性、特異性（Specific）
… 具体的であるかどうか、施策や事業に特異的であるかどうか。

• 測定可能性（Measurable）
… 数値目標、達成期間、期待する達成度などが明示され、測定可能であ

るかどうか。

• 達成可能性（Attainable）
… 達成可能であるかどうか。コスト、スケジュール、従事者の質と量、

社会環境への適合性に問題はないか。関係者の反対はどうか。

• 現実性（Realistic）
… 現実的かどうか。目標を達成するための手段は適切な因果関係となっ

ているかどうか。

• 期限明示（Time bound）
… 実施時期、終期、期限などが明示されているか。
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 策定スケジュール・検討体制等について

1

資料２

新しい医療計画の策定スケジュールについて

• 令和５年３月 福島県医療審議会に諮問

• 令和５年４月～12月

保健医療計画調査部会、

作業部会（分野別の協議会）、

地域別の検討会 等において審議検討

• 令和５年12月 県内の診療又は調剤に関する学識経験者の団体、
市町村、福島県保険者協議会への意見照会
※計画全体に関する意見照会。個別内容の意見照会は各分野
別・地域別の検討過程において行われる予定。

• 令和５年12月～ パブリックコメント

• 令和６年１月～２月

福島県医療審議会から答申

• 令和６年３月 次期医療計画決定
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令 和 ５ 年 ３ 月 １ ７ 日
福島県医療審議会資料



次期医療計画の策定スケジュールについて
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令和４年度 令和５年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

県
全
体

医療審議会

保健医療計
画調査部会

地域医療対
策協議会

※医師確保、医
療従事者確保
※スケジュール

は仮置き

分野別協議
会

各
圏
域

地域別の協
議体

※地域医療構想
調整会議等

事
務
局

本庁
関係課室

各保健所

委
員
改
選

・疾病・事業ごとの課題整理、目標・施策の検討
・基本構成、二次医療圏の検討、基準病床数の設定
・ロジックモデルや指標の検討

諮問

開催
(3/17)

開催

開催 開催 開催

答申

開催 開催 開催 開催

開催 開催 開催

開催 開催 開催
開催・
意見照会

計
画
（
基
本
的
内
容
）

開催 開催
開催・
意見照会

計
画
（
試
案
）

計
画
（
最
終
案
）

・地域における課題整理、目標・対応方針の検討
・圏域別の計画案の検討

計
画
決
定

・計画（試案）作成

・地域編（試案）作成

・パブリックコメント
・関係団体意見照会
・計画（最終案）作成

・地域編（最終案）作成

開催

次期医療計画の検討体制について

• 新たに作業部会を設置することはせず、既存の分野別協議会等を医療計
画策定に係る作業部会として活用する。

• 分野別協議会は保健医療計画調査部会と連携し、適宜それぞれの場での
協議内容を報告する。

• 圏域連携会議にて協議すべき内容については、主に地域医療構想調整会
議において議論する。

• ５疾病・６事業及び在宅医療以外に医療計画に記載する疾病・事業につ
いて、適当な分野別協議会または関係団体等がある場合は、議論、検討、
意見照会等において活用する。
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福島県における検討体制（分野別）

5

都道府県医療審議会

福
島
県
が
ん
対
策
推
進

審
議
会

が
ん
対
策

脳
卒
中
対
策

心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾

患
対
策

糖
尿
病
対
策

精
神
疾
患
対
策

救
急
医
療

災
害
時
に
お
け
る
医
療

新
興
感
染
症
発
生
・
ま
ん

延
時
に
お
け
る
医
療

へ
き
地
の
医
療

周
産
期
医
療

小
児
医
療

在
宅
医
療

５疾病 ６事業

福
島
県
循
環
器
病
対
策

推
進
協
議
会

健
康
長
寿
ふ
く
し
ま
会

議

福
島
県
精
神
保
健
福
祉

審
議
会

福
島
県
救
急
医
療
対
策

協
議
会

福
島
県
災
害
医
療
対
策
協
議
会

福
島
県
感
染
症
対
策
連

携
協
議
会
（
仮
称
）

福
島
県
地
域
医
療
対
策

協
議
会

福
島
県
周
産
期
医
療
協

議
会

福
島
県
在
宅
医
療
推
進

協
議
会

福島県
医療審議会

保健医療計画
調査部会

国
の
作
成
指
針

対
応
す
る
県
の
体
制

各疾病・事業に係る内容を主に協議・検討する協議会等

福
島
県
原
子
力
災
害
医
療
対
策
協
議
会

福島県における検討体制（地域別）
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圏域連携会議保健所
主催

地域保健医療福祉協
議会

地域在宅医療推進協
議会

地域包括ケアシステ
ム推進協議会圏域別

連絡会議

高齢者福祉施策推進
会議圏域別連絡会議

保健所
主催

国
の
作
成
指
針

対
応
す
る
県
の
体
制

※圏域連携会議で協議すべき内容については、主に地域医療構想調整会議で議論を行う。他の圏域別会議等において
は、その機能を補完するものとして必要に応じて検討や意見照会への対応を行う。

地域医療構想調整会議



福島県における検討体制（介護福祉分野との連携）
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《
分
野
別
の
検
討
》

・
福
島
県
が
ん
対
策
推
進
審
議
会

・
福
島
県
循
環
器
病
対
策
推
進
協
議
会

等

福島県医療審議会
（計画案全体の協議・承認）

保健医療計画調査部会
（計画案全体の協議）

＜医療＞ ＜福祉・介護＞

《
地
域
別
の
検
討
》

・
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
（
６
圏
域
）

分野別計画案へ
の意見・調整

分野別計画案／圏域別
計画案への意見・調整

連携

地域保健医療福祉協議会（６圏域）

《調和を図るべき分野の協議会》
・福島県高齢者福祉施策推進会議
・福島県地域リハビリテーション協議
会 等

《各地域ごとの関連する協議会》
・地域包括ケアシステム推進協議会圏
域別連絡会議

・高齢者福祉施策推進会議圏域別連絡
会議 等

連携

分野別計画案への
意見・調整

連携

次期医療計画の推進体制について

• 原則として、医療計画策定に係る作業部会としての役割を担う分野別協
議会等において、計画に基づく施策や取組の一次的な評価・見直しを行
うこととし、全体の進捗状況については、福島県医療審議会保健医療計
画調査部会に報告を行う。

• ５疾病・６事業及び在宅医療については、分野別協議会において毎年評
価を行い、評価結果に応じた施策の改善への意見をもらう。

• 分野別協議会がない疾病・事業については、福島県医療審議会保健医療
計画調査部会への報告の際にあわせて報告を行い、その評価結果を踏ま
えて見直しを行う。
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福島県における推進体制（分野別）
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福
島
県
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ん
対
策
推
進

審
議
会
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島
県
循
環
器
病
対
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推
進
協
議
会

健
康
長
寿
ふ
く
し
ま
会

議

福
島
県
精
神
保
健
福
祉

審
議
会

福
島
県
救
急
医
療
対
策

協
議
会

福
島
県
災
害
医
療
対
策
協
議
会

福
島
県
感
染
症
対
策
連

携
協
議
会
（
仮
称
）

福
島
県
地
域
医
療
対
策

協
議
会

福
島
県
周
産
期
医
療
協

議
会

福
島
県
在
宅
医
療
推
進

協
議
会

福島県
医療審議会

保健医療計画
調査部会

福
島
県
原
子
力
災
害
医
療
対
策
協
議
会

が
ん
対
策

脳
卒
中
対
策

心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾

患
対
策

糖
尿
病
対
策

精
神
疾
患
対
策

救
急
医
療

災
害
時
に
お
け
る
医
療

新
興
感
染
症
発
生
・
ま
ん

延
時
に
お
け
る
医
療

へ
き
地
の
医
療

周
産
期
医
療

小
児
医
療

在
宅
医
療

（参考）その他の関連する協議会
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会議名 検討分野

福島県看護職員需給計画策定検討会 人材確保（看護）

福島県薬事審議会 薬剤師確保

アルコール健康障害対策推進部会 アルコール健康障害

福島県自殺対策推進協議会 自殺対策

福島県難病医療連絡協議会 難病

福島県新型インフルエンザ対策専門委員会 感染症（新型インフルエンザ）

感染症感染症発生動向調査企画委員会 感染症（発生動向調査）

結核対策推進協議会 感染症（結核）

福島県肝炎対策協議会 感染症（肝炎）

福島県エイズ・性感染症対策推進協議会 感染症（エイズ・性感染症）

福島県麻しん・風しん対策検討部会 感染症（麻しん・風しん）

福島県歯科保健対策協議会 歯科保健医療

福島県アレルギー疾患医療連絡協議会 アレルギー疾患

福島県介護予防市町村支援委員会 介護予防

福島県地域リハビリテーション協議会 リハビリテーション

福島県高齢者福祉施策推進会議 認知症、医療介護連携

福島県認知症施策推進協議会 認知症

福島県献血推進協議会 血液の確保

福島県薬物乱用対策推進本部 薬物乱用対策

双葉郡等避難地域の医療等提供体制検討会 避難地域の医療提供体制





次期福島県医療計画の
基本的事項（案）について

1

資料４－１

次期福島県医療計画の基本的事項（案）について

１ 名称
 「第８次福島県医療計画」（仮称）とする。

２ 計画の位置づけ
 医療法第３０条の４第１項に基づく法定計画であり、本県の医療分
野の基本指針となるもの。

 福島県総合計画の部門別計画「福島県保健医療福祉復興ビジョン」
の下に策定される個別計画。

３ 計画期間
 令和６年度から令和１１年度までの６年間とする。
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４ 基本的事項
 二次医療圏については、人口規模・患者流出入の状況、地理的・社会的状

況等も考慮し、現行の医療圏を維持する。

 基準病床数については、第７次計画策定時と同様、二次医療圏ごとに医療
法施行規則に規定する算定式に基づいて算定する。

 「地域医療構想」、「外来医療計画」及び「医師確保計画」については、
医療計画の一部ではあるが、医療計画と計画期間が異なるため、別冊として
取り扱うものとする。

 地域医療構想について、国は２０２５年まで見直しをしない方向性を示し
ていることから、現行の地域医療構想の枠組みを維持する。

※ 2026年以降の地域医療構想については、国において2024年までに検討することとされ
ている。

 「新興感染症発生・まん延時における医療」については、感染症法改正に
基づき改正予定の感染症予防計画の内容を基本とする。

 実効性のある施策の検討及び評価のため、ロジックモデルを活用して計画
を策定する。

 感染症予防計画のほか、並行して改定作業を進める健康医療・介護福祉分
野等の関連計画とも整合性を図りながら計画を策定する。（別表参照）

3

５ 構成に関する主な変更点
 医療法改正に伴い医療計画に「新興感染症発生・まん延時における医療」
を新たに追加することとなったことを踏まえ、主要項目を５疾病５事業及び
在宅医療から５疾病６事業及び在宅医療に変更する。

 医療体制の構築については、「５疾病６事業及び在宅医療」と「その他主
要な医療分野」に分ける。

 二次医療圏ごとの現状・課題・対策等を考慮した内容とする「地域編」を
追加する。

※ 「二次医療圏ごとに異なる課題や対策も計画に記載すべき」との現行計画中間見直しに
おける意見を反映。

 「章」による一連の形で整理する。

 現行計画（第７次計画）の評価の節を追加する。（第８次：第１章第３節）

 「地域包括ケアシステム等」（第７次：第１編第５章）の内容については、
各疾病・各事業の広範囲にわたる考え方であり、各施策にも広く関係するこ
とから、計画の基本理念（第８次：第１章第４節）に含める形で整理する。

※ 今後の具体的内容の検討を踏まえ、節の名称や順序等については、柔軟に対応す
ることとする。
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（参考）福島県医療計画と関連する主な県計画

予防・公衆衛生の向上・健康の維持増進 医療体制の確保

５
疾
病

がん
【第８章】

脳卒中、心筋梗塞
等の心血管疾患
【第８章】

糖尿病
【第８章】

精神疾患
【第８章】

歯科
【第９章】

感染症
【第９章】

６
事
業

周産期、小児
【第８章】

救急、災害
【第８章】

新興感染症
【第８章】

へき地
【第８章】

在宅医療
【第８章】

地域医療構想
【第４章】

外来医療
【第５章】

震災からの復興
【第６章】

医療人材確保
【第７章】

福島県医療計画
【H30～R5】
(R6.3改定)

健康ふくしま21計画
【H25～R5】
(R6.3改定)

福島県循環器病対策推進計画【R3～R5】(R6.3改定)

避難地域等医療復興計画【R5】

福島県感染症予防計画【H31～R5】(R6.3改定)

福島県歯っぴいライフ8020運動推進計画【H25～R5】(R6.3改定)

福祉・介護

福島県がん対策推進計画【H30～R5】(R6.3改定)

ふくしま高齢者いきい
きプラン【R3～R5】

(R6.3改定)

ふくしまオレンジプラン【R3～R7】

ふくしま新生子ども夢プラン【R2～R6】

福島県障がい者計画【R4～R12】

新生ふくしま健康医療プラン（福島県医療費適正化計画）【H30～R5】(R6.3改定)

福島県国民健康保険運営方針【H30～R5】(R6.3改定)

計画の調和

福島県地域医療構想【H28～R7】

福島県外来医療計画【R2～R5】(R6.3改定)

福島県医師確保計画【R2～R5】(R6.3改定)

福島県アルコール健康障害対策推進計画【R5～R9】

＜高齢福祉＞

＜障がい福祉＞

＜児童福祉・健康教育＞

福島県自殺対策推進行動計画【R4～R8】

福島県看護職員需給計画【H30～R5】(R6.3改定)

福島県へき地医療対策アクションプログラム【H15～】

計画の調和
施策の連携

福島県災害医療行動計画【R3～】

福島県原子力災害医療行動計画【H30～】

福島県結核予防計画【H30～R5】(R6.3改定)

福島県肝炎対策基本指針【R4～R8】

福島県新型インフルエンザ等対策行動計画【H25～】

福島県障がい福祉計画【R3～R5】(R6.3改定)

福島県障がい児福祉計画【R3～R5】(R6.3改定)

医療介護総合確保
促進法に基づく福
島県計画【R5】

整合性の確保

福島県子ども・子育て支援
事業計画【R2～R6】

福
島
県
立
病
院
事
業
改
革
プ

ラ
ン
【R

3

～R5

】(
R
6
.3

改
定)

市町村介護保険事業計画

別表



第１章　計画策定にあたっての基本方針 第１章　計画策定にあたっての基本方針

第１節 計画策定の趣旨 第１節 計画策定の趣旨

第２節 計画の位置づけ 第２節 計画の位置づけ

第３節 第７次計画の評価

第３節 基本理念 第４節 基本理念

第４節 県民や関係機関に求められる役割 第５節 県民や関係機関の役割

第５節 計画期間 第６節 計画期間

第６節 計画の評価及び見直し 第７節 計画の評価及び見直し

第２章　医療提供体制等の現状 第２章　医療提供体制等の現状

第１節 人口構造 第１節 人口構造

第２節 人口動態 第２節 人口動態

第３節 県民の受療状況 第３節 県民の受療状況

第４節 医療提供施設の状況 第４節 医療提供施設の状況

第３章　医療圏と基準病床数 第３章　医療圏と基準病床数

第１節 医療圏の設定 第１節 医療圏の設定

第２節 基準病床数 第２節 基準病床数

第４章　地域医療構想 第４章　地域医療構想
第１節 地域医療構想について 第１節 地域医療構想について

第２節 構想区域の設定

第３節 医療需要推計、将来の必要病床数

第４節 病床機能報告制度

第５節 地域医療構想の推進体制

第６節 各構想区域において重点的に取り組む事項

第５章　外来医療の体制

第１節 外来医療計画について

第５章　地域包括ケアシステム等

第１節 地域包括ケアシステム

第２節 県民の健康づくり

第１章　東日本大震災への対応 第６章　東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

第１節 復旧・再生の取組 第１節 被災地の医療提供体制の再構築

第２節 原子力災害への対応

第２章　医療を支える人材の確保 第７章　医療を支える人材の確保

第１節 医師 第１節 医師 （「医師確保計画」として別冊で対応）

第２節 歯科医師 第２節 歯科医師

第３節 薬剤師 第３節 薬剤師

第４節 保健師・助産師・看護師・准看護師 第４節 保健師・助産師・看護師・准看護師

第５節 その他の保健医療従事者 第５節 その他の保健医療従事者

第３章　救急医療等事業別の医療体制の構築 第８章　５疾病・６事業及び在宅医療の体制

第１節 救急医療 第１節 がん対策

第２節 小児医療 第２節 脳卒中対策

第３節 周産期医療 第３節 心筋梗塞等の心血管疾患対策

第４節 災害時医療 第４節 糖尿病対策

第５節 過疎・中山間地域の医療（へき地医療） 第５節 精神疾患対策

第６節 救急医療

第６節 在宅医療 第７節 災害時医療

第７節 リハビリテーション 第８節 新興感染症発生･まん延時における医療

第４章　疾病等に応じた医療体制の構築 第９節 過疎・中山間地域の医療（へき地医療）

第１節 がん対策 第10節 周産期医療

第２節 脳卒中対策 第11節 小児医療

第３節 心筋梗塞等の心血管疾患対策 第12節 在宅医療

第４節 糖尿病対策 第９章　その他主要な分野の医療体制

第５節 精神疾患対策 第１節 呼吸器疾患対策

第６節 呼吸器疾患対策 第２節 感染症対策

第７節 感染症対策 第３節 難病対策

第８節 移植医療 第４節 アレルギー疾患対策

第９節 難病対策 第５節 歯科保健医療対策

第10節 アレルギー疾患対策 第６節 認知症対策

第11節 歯科保健医療対策 第７節 移植医療

第12節 認知症対策 第８節 リハビリテーション

第13節 薬物乱用防止対策 第９節 高齢化に伴い増加する疾患等対策

第14節 高齢化に伴い増加する疾患等対策 第10節 薬物乱用防止対策

第５章　医療機関相互の連携、情報化の推進 第10章　医療機関相互の連携、情報化の推進

第１節 地域医療の機能分化と連携 第１節 地域医療の機能分化と連携

第２節 医療に関する情報化の推進 第２節 医療に関する情報化の推進

第６章　医療の安全の確保 第11章　医療の安全の確保

第１節 医療安全対策 第１節 医療安全対策

第２節 医薬品等安全対策 第２節 医薬品等安全対策

第３節 血液確保対策 第３節 血液確保対策

第12章　圏域別の取組

第１節 県北医療圏

第２節 県中医療圏

第３節 県南医療圏

第４節 会津・南会津医療圏

第５節 相双医療圏

第６節 いわき医療圏

地
域
編

第
２
編
　
各
論

各
論

次期福島県医療計画の全体構成(案)

第七次福島県医療計画 第８次福島県医療計画（仮称）
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論
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論
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